
株式会社タブリック SDGs宣言
当社は、「電気工事業を通じて地域社会に貢献します」という企業理念のもと、

事業活動を通じて「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に貢献し、

地域課題の解決、および持続可能な社会の実現に努めてまいります。
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重点項目（ターゲット2030）

「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」とは

環境への配慮

電気工事で地域社会貢献

環境問題を重要な経営課題として位置づけ、

エコドライブの励行や節水の取組みなど、身近に取り組

めることから環境負荷の軽減に努めてまいります。

皆さまに安全に効率よく電気をお届けできるように、

今後とも、新たな技術に対応しながら、地域社会ととも

に歩んでまいります。

【主な取り組み】
アイドリングストップの推進、リサイクルおよび節水の

啓発活動、エアコン設定温度の社内取り決め、こまめ

な消灯、適切なごみの分別

【主な取り組み】
各種建物の電気設備・住宅・太陽光システム設備な

どそれぞれの設備に適した工法での電気・計装工事、

資格取得支援

働きやすい職場づくり

ガバナンスの強化

職場のコミュニケーションを大切にし、風通しの良い

職場の雰囲気を目指しています。仕事はもちろん遊び

も全力で取り組める働きやすい職場整備に努めます。

ステークホルダーの皆さまや役員の意見に耳を傾け、

公正な経営判断・企業運営を行い、皆さまから信頼

され続ける企業を目指します。

【主な取り組み】
定期的な面談による意見の把握、仲間になんでも

相談できる雰囲気づくり、レクリエーション活動、熟練

職人の若手社員教育、有給休暇の取得推進

【主な取り組み】
役員・税理士関係者の意見の聴取、各階層の管理者

権限の明確化、リスクマネジメント責任者の任命、法令

遵守、公正・公平な取引基準の確立

• 貧困、気候変動、人種・性差別、働き方などのさまざまな問題が顕在化する中、
持続可能な社会をつくるために国連が定めた国際目標です。2030年までに解決
すべき優先課題として、17の目標と169のターゲットが示されています。

• 目標を達成するために、国連や政府だけでなく、企業やNPO、個人等が幅広く担
い手として活躍するよう期待されています。

• 企業がSDGsに取り組むことで、「気候変動をはじめ経営環境が変化していく中で
も持続可能な組織である」と示すことにつながります。


